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（1）  第522号（改版第25号） 2015年（平成27年）婦人ひめじ

9
月
27
日
㈰
、
午
後
6
時
15

分
よ
り
三
の
丸
広
場
に
お
い
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
の
丸
広
場
い
っ
ぱ
い
の
市

民
の
皆
様
、
世
界
中
の
皆
様
に

見
守
ら
れ
鏡
開
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
盃
が
完

売
し
て
し
ま
い
、
残
念
に
も
帰

ら
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
す
ば
ら
し
い
満
月
の

下
、
美
味
し
い
お
酒
、
華
や
か

な
ス
テ
ー
ジ
の
感
動
に
酔
い
ま

し
た
。

10
月
3

日
㈯
、
平

成
27
年
度

姫
路
市
女

性
文
化
大

会
を
、
あ

い
め
っ
せ

ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま

し
た
。
石

見
利
勝
市
長
、
西
本
眞
造
姫
路
市

議
会
厚
生
委
員
会
副
会
長
、
岡
本

周
治
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
長
、

北
野
美
智
子
兵
庫
県
連
合
婦
人
会

会
長
他
多
数
の
来
賓
と
婦
人
会
会

員
約
2
0
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。式

典
で
は
岩
田
稔
恵
会
長
の
挨

拶
の
後
、
永
年
積
極
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
四
郷
校
区
見
野
婦
人
会

に
石
見
市
長
よ
り
感
謝
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
次
に
永
年
姫
路
市

連
合
婦
人
会
理
事
と
し
て
積
極
的

に
活
動
さ
れ
た
豊
田
多
恵
子
理
事

に
岡
本
中
播
磨
県
民
セ
ン
タ
ー
長

よ
り
兵
庫
県
自
治
賞
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
に
続
き
、
女
性
津
軽
三
味

線
ユ
ニ
ッ
ト
「
来
世
楽
（
ラ
セ

ラ
）」
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
津
軽
三
味
線
の
音
色
と
明

る
い
歌
声
に
会
場
が
一
体
に
な

り
、
イ
キ
イ
キ
し
た
時
間
が
流
れ

ま
し
た
。
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9
月
1
日
㈫
、
総
合
防
災
訓
練
・

国
民
保
護
訓
練
が
、
広
畑
地
区
公

共
埠
頭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
消
防
・

警
察
・
自
衛
隊
等
に
よ
る
連
携
訓

練
や
自
主
防
災
会
に
よ
る
応
急
救

護
訓
練
な
ど
、
地
域
の
「
自
助
力
・

共
助
力
」
を
強
化
す
る
実
践
訓
練

を
見
学
し
、
非
常
食
の
ア
ル

フ
ァ
ー
米
を
試
食
し
ま
し
た
。

9
月
5
日
㈯
、
2
月
に
1
0
0

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
香

寺
町
溝
口
の
佐
々
木
フ
ミ
子
さ

ん
を
、
岩
田
会
長
と
中
寺
校
区

河
南
会
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

日
曜
日
に
は
、
お
友
達
と
一
緒

に
近
所
の
喫
茶
店
に
モ
ー
ニ
ン

グ
を
食
べ
に
行
く
の
が
楽
し
み

で
す
と
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
、

と
て
も
お
元
気
な
様
子
で
し
た
。

兵
庫
県
連
合
婦
人
会
北
野
会
長

の
御
祝
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
渡

し
し
ま
し
た
。

9
月
28
日

㈪
、
滋
賀
県

に
あ
る
琵
琶

湖
ワ
イ
ナ

リ
ー
の
見
学

の
た
め
早
朝

に
姫
路
を
出
発
し
ま
し
た
。
ぶ
ど

う
畑
の
広
が
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
白

ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
の
種
類
や
、

赤
ワ
イ
ン
用
の
ぶ
ど
う
の
種
類
に

つ
い
て
、
ま
た
、
時
期
的
に
も
恵

ま
れ
、
ワ
イ
ン
の
仕
込
み
か
ら
発

酵
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く

説
明
を
受
け
た
後
、
タ
ル
に
移
す

前
の
ワ
イ
ン
の
試
飲
を
し
ま
し

た
。
ほ
の
か
に
果
物
の
香
り
を
残

し
、
口
あ
た
り
の
良
い
ワ
イ
ン
で

皆
さ
ん
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を

買
っ
て
帰
途
に
着
き
ま
し
た
。

10
月
3
日
㈯
、

10
時
よ
り
姫
路

市
市
民
会
館
で

環
境
と
美
化
の

つ
ど
い
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら
は
、
上
野
婦
人
会

（
船
津
）、
三
又
婦
人
会
（
船
津
）、

曽
坂
婦
人
会
（
豊
富
）
の
3
団
体
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
運
動
功
労
団
体
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
及
び
式
典
の
後
、
講
師

の
清
水
国
明
さ
ん
か

ら
「
共
に
生
き
る

た
め
の
環
境
、
借

り
て
い
る
地
球
の
使

い
方
」
と
題
し
、
地
球
と
い
う
も

の
は
子
供
や
孫
に
前
借
り
し
た
も

の
で
あ
り
、

返
す
と
き
に

ひ
ど
い
も
の

に
し
な
い
様

に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

と
の
お
話
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

10
月

3
日
㈯
、

姫
路
環

境
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
が

秋
晴
れ

の
大
手

前
公
園

に
て
開

催
さ
れ
、
婦
人
会
も
エ
コ
に
ち

な
ん
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
再
利
用
し
て
、
冷

蔵
庫
に
付
け
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
を

作
り
ま
し
た
。
子
供
達
も
た
く

さ
ん
参
加
し

て
、
各

々
、

思
い
思
い
の

作
品
を
つ
く

り
、
お
土
産

と
し
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
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10
月
1
日
㈭
、
10
時
30
分
よ

り
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
・

姫
路
市
長
・
市
内
3
保
育
園
の

園
児
・
お
城
の
女
王
と
と
も
に

岩
田
会
長
が
、
J
R
姫
路
駅
北

口
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

参
加
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
観
光
客
の
方
ま

で
も
が
足
を
止
め
て
募
金
活
動

に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

8
月
15
日
㈯

　姫
路
市
戦
没
者
追
悼
式

8
月
23
日
㈰

　西
人
教
研
究
大
会

11
月
7
日
㈯

播
磨
国
総
社

　三
ツ
山
大
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ひ
ょ
う
ご
家
庭
応
援
県
民
大
会

11
月
11
日
㈬

地
域
啓
発
講
演
会

11
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
15
日
㈰

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
お
手
伝
い

11
月
19
日
㈭

揚
善
会
表
彰
式

健
康
ひ
ょ
う
ご
21
研
修
会

11
月
24
日
㈫

支
部
創
立
1
2
5
周
年
記
念

兵
庫
県
赤
十
字
大
会

11
月
25
日
㈬

姫
同
教
研
究
大
会

11
月
27
日
㈮

姫
路
市
安
全
安
心
市
民
大
会

12
月
15
日
㈫

姫
路
市
立
公
民
館
の
集
い

12
月
18
日
㈮

姫
路
城
ク
リ
ー
ン
作
戦

平
成
28
年
2
月
28
日
㈰

世
界
遺
産
姫
路
城
マ
ラ
ソ
ン
2016

9
月
19
日
㈯
、
高
砂
市
総
合
体
育

館
に
お
い
て
、
兵
庫
県
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
県
下
各
地
か
ら

14
チ
ー
ム
が
集
い
、
北
野
兵
庫
県
連

合
婦
人
会
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か

ら
は
広
峰
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
地
元
高
砂
市
連
合

婦
人
会
荒
井
チ
ー
ム
の
優
勝
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し

た
。

9
月
25
日
㈮
、
姫
路
駅
北
口
に
お
い
て
、
結
核
予

防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
岩
田
会
長
を
は

じ
め
、
山
田
副
会
長
、
河
南
、
柴
田
両
理
事
と
稲
田

監
事
、
豊
富
校
区
の
上
野
さ
ん
が
参
加
し
、
啓
発
活

動
を
致
し
ま
し
た
。

私
達
の
呼
び
か
け
に
街
を
行
く

人
々
も
快
く
足
を
と
め
、
募
金
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

結
核
や
肺
の
病
気
の
な
い
明
る
い

社
会
に
な
っ
て
く
れ
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

消
費
税
率
再
引
上
げ
の
時
期
が
延

期
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
今
年
度
も

支
給
さ
れ
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

と「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
支
給
対

象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
8
月
初

旬
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
の
支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る

方
に
は
、
6
月
初
旬
に
児
童
手
当
の

現
況
届
に
兼
ね
た
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
申
請
受
付
期
限
は
そ
れ

ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
で
す
。
申
請
受

付
期
限
を
過
ぎ
る
と
申
請
い
た
だ
い

て
も
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
期
限
】

い
ず
れ
も
当
日
消
印
有
効

臨
時
福
祉
給
付
金
…

　
平
成
28
年
2
月
3
日
㈬

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
…

　
平
成
27
年
12
月
1
日
㈫

　
問
い
合
わ
せ
先

姫
路
市

　
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
0
7
9
‐
2
4
0
‐
9
1
6
6

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を

装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情

報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

臨
時
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
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溝
口
駅
前
デ
イ
ワ
ン
祭
り
に
出
店

中
寺
校
区

▲フランクフルトとトウモロコシはいかが？

▲はじめての経験です

▲盆おどり最高!!人、人、人▲自転車のマナーの大切さ!!

『
銀
の
馬
車
道
』
の
賑
わ
い
を

感
じ
る
デ
イ
ワ
ン
祭
り
が
9
月
5

日
㈯
、
溝
口
太
子
堂
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
子
供
達
の
笑
顔
と
一
喜

一
憂
の
歓
声
が
あ
が
っ
た
ク
イ
ズ

に
始
ま
り
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
へ

の
拍
手
と
と
も
に
美
酒
に
舌
鼓
を

打
ち
、
出
店
に
並
ぶ
列
で
は
懐
し

い
会
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
来
た

る
秋
を
感
じ
な
が
ら
夜
が
ふ
け
る

ま
で
、
次
の
世
代
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
く
憩
い
の
場
と
な
り
、
多

く
の
笑
顔
に
ふ
れ
ら
れ
た
素
敵
な

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。（

神
田
裕
子
）

暑
か
っ
た
防
災
訓
練

船
津
校
区

8
月
9
日
㈰
、
ふ
れ
あ
い
教
室

で
消
火
栓
を
使
っ
た
防
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

残
暑
厳
し
い
中
、
船
津
消
防
分

団
長
の
清
水
様
を
は
じ
め
幹
部
の

方
々
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
消

火
栓
蓋
の
開
閉
、
ホ
ー
ス
金
具
の

接
続
、
水
栓
ハ
ン
ド
ル
の
使
い
方
、

筒
先
接
続
、
放
水
方
法
、
合
図
等

参
加
者
全
員
が
3
人
1
組
に
な
っ

て
交
代
で
実
践
し
ま
し
た
。

初
期
消
火
の
放
水
訓
練
、
丁
寧

な
説
明
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

で
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　（
岸
上
由
美
子
）

心
は
ず
む
盆
お
ど
り
大
会

四
郷（
見
野
）校
区

8
月
22
日
㈯
、
第
5
回
目
と
な

る
「
四
郷
校
区
盆
踊
り
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
郷
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
は
、
地
域
内
外
の
家
族

連
れ
で
あ
ふ
れ
約
1
6
0
0
名
が

来
場
。
各
町
内
の
ブ
ー
ス
で
は
射

的
に
千
本
引
き
、
唐
揚
げ
に
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
生
ビ
ー
ル
と
そ
れ

ぞ
れ
趣
向
を
疑
ら
し
、
た
く
さ
ん

の
行
列
が
で
き
ま
し
た
。
園
児
の

皆
さ
ん
に
よ
る
か
わ
い
い
盆
踊
り

の
後
、
名
物
「
四
郷
音
頭
」
が
流

れ
お
ど
り
の
輪
も
ふ
え
大
盛
況
の

中
、
最
後
に
仕
掛
け
花
火
「
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
」
を
堪
能
し
閉
幕
し

ま
し
た
。　
　
　
　（
竹
中
安
美
）

自
転
車
保
険
の
加
入

城
西
校
区

9
月
13

日
㈰
、
公

民
館
に
お

い
て
、
兵

庫
県
に
よ

る
自
転
車

保
険
加
入

の
義
務
化

を
受
け
、

ブ
ロ
ッ
ク

長
が
集
ま

り
、
内
閣
府
よ
り
出
さ
れ
て
い
る

D
V
D
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
私
達

校
区
の
人
達
も
手
軽
で
便
利
な
自

転
車
を
利
用
す
る
方
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
事
故
を
起
こ
せ
ば
加

害
者
も
被
害
者
も
生
活
が
一
変
し

て
し
ま
い
、
一
生
か
か
っ
て
も
償

え
な
い
、
ま
た
償
わ
れ
な
い
生
活

を
送
ら
な
い
た
め
に
も
、
会
員
一

同
心
を
引
き
締
め
て
、
自
転
車
保

険
加
入
と
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
東
山
昌
代
）
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▲優雅なランチタイム

▲真剣に聞いています

▲手軽でおいしいチーズ入り花しゅうまい

▲ファンタジックな
　温もりに感動

余
部
校
区

豊
富
校
区

　
8
月
20
日
㈭
、
第
三
回
生
活
学

級
と
し
て
「
バ
ス
施
設
見
学
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
T
A
S
A
K
I

神
戸
店
で
目
の
保
養
。
次
に
ヒ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト
店
で
オ
ー

プ
ン
サ
ン
ド
に
舌
鼓
。
そ
し
て
、

劇
団
四
季
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」

鑑
賞
へ
。
日
本
上
演
一
万
回
を
数

え
る
舞
台
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら

目
頭
が
熱
く
な
り
、
非
現
実
的
な

世
界
に
ど
っ
ぷ
り
浸
り
、
感
動
的

な
ラ
ス
ト
ま
で
三
時
間
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
そ
し
て
余
韻
も

冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
、
帰
路
に
就
き

ま
し
た
。
　
　
　
（
上
野
裕
美
）

　
8
月
30
日
㈰
、
第
3
回
生
活
学

級
で
、
講
師
の
中
村
佳
奈
先
生
の

ご
指
導
の
元
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
用
の

包
装
紙
・
リ
ボ
ン
を
使
っ
た
明
か

り
作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
半
透

明
の
カ
ラ
フ
ル
な
紙
と
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
で
美
し
い
リ
ボ
ン
に
彩
ら
れ
、

ま
る
で
絵
に
描
い
た
よ
う
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
そ
の
も
の
。
意
外
と
簡
単

に
仕
上
が
り
L
E
D
の
ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
た
瞬
間
「
ワ
ァ
ー
ッ
」
と

歓
声
が
上
が
り
温
か
な
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
展
示
会
に
出
品

し
た
り
、
楽
し
み
は
増
々
広
が
り

ま
す
。
　
　
　
　
（
中
村
成
美
）

広
峰
校
区

　
9
月
26
日
㈯
「
播
磨
の
国
風
土

記
」
を
楽
し
む
、
と
題
し
て
、
埴

岡
真
弓
先
生
を
お
招
き
し
て
、
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
播
磨
国
風
土
記
は
、
現
在
残
さ

れ
て
い
る
「
五
風
土
記
」
、常

陸
、
出
雲
、
播
磨
、
豊
後
、
肥
前

の
う
ち
の
一
つ
で
す
。
こ
の
風
土

記
が
残
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
私
達

の
播
磨
の
歴
史
や
伝
説
が
良
く
わ

か
り
ま
す
。

　
神
々
の
話
か
ら
播
磨
地
方
一
帯

の
土
地
の
呼
び
名
な
ど
興
味
深

く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
　
　
　
（
松
本
加
代
子
）

水
上
校
区

　
9
月
25
日
㈮
「
牛
乳
・
乳
製
品

料
理
講
習
会
」
を
し
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
チ
ー
ズ
と
ト
マ

ト
の
中
華
あ
ん
か
け
ご
飯
・
花
し

ゅ
う
ま
い
・
杏
仁
風
ヨ
ー
グ
ル
ト

ミ
ル
ク
プ
リ
ン
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

材
料
を
入
れ
て
作
る
花
し
ゅ
う
ま

い
は
、
大
好
評
で
し
た
。

　
講
師
の
森
永
乳
業
・
エ
ム
ズ
キ

ッ
チ
ン
の
方
は
「
25
名
以
上
の
参

加
が
あ
れ
ば
開
講
し
ま
す
の
で
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
生
活
学
級
の
中
で
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
い
る
講
座
で
す
。

（
豊
田
多
恵
子
）
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平成27年8月28日、「女性の職業生活における活躍推進に関する法律」（女性活躍推進法）が成立しました。

政府は成長戦略の柱の一つとしてすべての女性が輝く社会づくりの実現を目指していますが、我が国では、依然として結婚、

出産、子育てを機に就業を中断する女性の割合が高く、なかでも第1子の出産を機に約6割の女性が離職をするとの調査結果

もあります。

また、管理職における女性の割合についても11.3％と国際的に見て非常に低い水準に留まっています。

この背景には、男性の家事・育児に参加する時間が少ないこと、制度や職場サポートの不備、長時間労働等、女性が自らの

意思で仕事を続け、活躍することを阻む様々な要因があると考えられています。

「女性活躍推進法」は、このような状況を改善し、女性が自らの意思によって仕事をし、個性と能力が発揮できる社会の実現

を目指して制定されたもので、10年間（平成38年3月末日まで）の時限立法となっています。

その「女性活躍推進法」で注目される点として、次の3点があげられます。

①従業員301人以上の企業に、女性の活躍推進の状況（女性採用比率、勤続年数男女差、労働時間の状況、女性管理職比

率等）を把握、分析し、事業主行動計画を策定することを義務付ける。（従業員300人以下の企業については努力義務）

②従業員301人以上の企業に、女性の活躍に関する情報を、厚生労働省令の定めるところにより定期的に公表することを

義務付ける。（従業員300人以下の企業については努力義務）

③女性の活躍に関して優良な取り組みをした企業を認定する。

①，②により、期間、具体的な数値を用いた目標とその内容、実施時期を明確にした計画を定め、公表するとともに、女性の

活躍に関する情報を定期的に公表する義務を負う一方で、優良な取組みをした企業を国が認定し、企業は自身の商品、広告

等にそのことを表示することができるほか、公共調達において優遇措置が取られることとなりました。

地方公共団体については行動計画の策定と毎年少なくとも1回、行動計画に基づく取組みの実施状況を公表することが義務

付けられると同時に、推進計画の策定や協議会の設置などの努力義務が定められています。

今後、国において目標設定や情報の公表等の具体的な方法についての指針が順次策定されていく予定で、地方公共団体と

企業は平成28年3月末までに、この指針に即した行動計画を策定することとなります。

　市では、市内の各地域における女性の連携と女性に

よるコミュニティ活動を推進するために「校区婦人会」

により実施されるイベント事業に対して補助金を交付

し、地域活動における男女共同参画の推進と地域社会

の活性化を図っています。

　平成27年10月1日から「校区婦人会がない校区にお

ける当該校区内の各町等を単位とする婦人会」の実施

する事業も交付対象とできるよう制度を改正しま

した。

　ただし、交付対象は「当該校区全体に資する活動を

行うもの」に限り、また、「既に交付決定された補助金

があるときは、同一校区内の他の婦人会に対しては

補助金を交付しない」こととなっています。

　詳しくは姫路市男女共同参画推進課

　TEL079-287-0803までお問い合わせください。

　女性研究者の研究内容や研究経歴、仕事と生活の両立方法について、
研究者を目指す女子大学生や女子高校生へのアドバイス等も含めてお話
しします。一般の市民の皆さんも、気軽にご参加ください。

◇日　　時　平成27年12月6日（日）  13時半～16時
◇場　　所　姫路市男女共同参画推進センター　あいめっせホール
　　　　　　（イーグレひめじ3階）
◇内　　容　ドラマ「ガリレオ」の科学監修を担当された東京大学教授の

大島まりさんによる基調講演、パネルディスカッション等。
◇定　　員　280人（先着順）
◇申込方法　11月10日（火）から27日（金）までに、はがき・FAX・メール

で必要事項（イベント名・住所・氏名・年齢・電話番号）を
兵庫県立大学　女性研究者支援室へ

　　　　　　〒651-2197  神戸市西区学園西町8-2-1
　　　　　　FAX  078-794-5575
　　　　　　メールアドレス  women@ofc.u-hyogo.ac.jp

詳しくは姫路市男女共同参画推進課のHPでご確認ください。
http://www.city.himeji.hyogo.jp/danjosuishin/index.html
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